
















1)　 Vgl. Alexander Honold; Kaiser-Wilhelm-Spitze In: A. Honold, K.R.Scherpe (Hg.) Mit 
Deutschland um die Welt.  Eine Kulturgeschichte des Fremden in der Kolonialzeit. 
































































年から 14 年までの期間に近接する事件としては、1905 年にモロッコの領土保全と
門戸開放のための列強会議の開催を求めてヴィルヘルム 2 世みずからがタンジール





















6)　 Thomas Mann: Der Zauberberg III-758. トーマス・マンの『魔法の山』からの引用は以下、

























7)　Der Zauberberg III-763 ほか
8)　 宮本謙介氏の「モノカルチャーへの道：植民地ジャワ」（『講座世界史』4  東大出版会  1995  所収）
によれば、1840 年から 74 年までの間に強制栽培制度によってオランダの純益は 7 億 8000 万
ギルダーに上ったとされる。これはジャワ戦争（ディポネゴロの乱）に要した戦費や東インド




























































　　 -Alan Bewell, Romanticism and Colonial Disease. The Johns Hopkins University Press. 1999
　　 -Felix Driver and Luciana Martins（ed.）, Tropical Visions in an Age of Empire. The 























































帯熱」もしくは熱帯性マラリア malaria tropica と呼ばれるのである。
　ベッサーによれば、ペーペルコルンの病気は間歇性の四日熱と熱帯熱が合併した、
11)　ebd. III-788.
























































した。Jutta Hermann : Chinalinde. Eine historische Reise um die Erde





















































































20)　カートライト 上掲書 11-12 ページ




























で、コッホはオランダ領ジャワのバタビアに 1899 年 9 月から 12 月まで、その後
ドイツ支配下のニューギニアに 1900 年夏まで滞在して、マラリア発生と蚊の関係
22)　 『魔法の山』に先立つトーマス・マンの小説『ヴェネチアの死』（1911）では、インドの熱
帯沼沢地から発生したアジア性コレラ cholera asiatica が西へ進み、ヨーロッパに災厄をも
たらす過程が主人公の破滅と同時進行する。以下の論文でぼくはこの小説を公衆衛生学と
疾病史の視点から考察した。 Der gesunde Strand. Thomas Manns „Der Tod inVenedig“ im 
Licht der Hygiene.（「健康な浜辺 ─衛生学の見地から見た『ヴェネチアの死』」）　In: Neue 









ンドンに続いて 1900 年に設立された熱帯医療研究所（Institut für Schiffs- und 

















































26)　„Der große Stumpfsinn“, „Die große Gereiztheit“
27)　Der Zauberberg, III-984.
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エクス　言語文化論集　第 6 号
る。カストルプが姿を消す低地の戦場は、独仏両軍が激しい肉弾戦を繰り広げたフ
ランドルの低湿地と思われるが、東とも西ともわからず、具体的な地名も時期も特
定させないこの土地も異様な熱を帯びている。
　「われわれはどこにいるのだろう。（…）うす暗がり、雨と泥濘、火焔に焦がされ
た陰鬱な空。そこには止むことない轟音が殷々と響き、湿った空気を満たしている。
ひゅうひゅうと鋭い音を立てて、地獄の番犬のように凶暴に飛んでくるものは、向
かう先で炸裂し、はじけ、裂け飛び、焔を吹きあげ、その中からうめきと叫び、割
れんばかりのラッパの咆哮、ますます早く打ち鳴らされる太鼓の連打が聞こえてく
る。」28)
　砲弾が飛び交い、炎上するこの戦場に広がるのは、自然の諸力がすさまじい奔騰
と衝突を繰り広げる、黙示録か神々の黄昏を連想させる光景である。しかしミアズ
マにも似た霧と砲火の炎熱につつまれ、泥濘と汚物にまみれた戦場は、敵と味方が
区別を失い、肉体と肉体がぶつかりあい、戦闘と死によって交じり合う、なまなま
しい侵食と混交の現場でもある。実際、小説の最終部分にあたる 4 ページあまりの
戦場の描写には、現実の戦闘に関わるものに混じって、病気や熱に関わる語彙や表
現が頻出する。硫黄の臭気漂う沼地のような戦場を見えない敵めがけて遮二無二突
撃するのは「三千人の熱に浮かされた青年たち」であり、彼らは「一個の大きな肉
体として」「大量の瀉血に耐えて、それでもなお密集した部隊を形づくっている」29)。
しかし圧倒的な犠牲を払う戦闘は勝利の見こみのない消耗戦であり、しかも「敵」
はごく近くにいながらその姿を見せない。一進一退を繰り返す兵士たちの肉体の集
団はやがて泥濘にうずもれ、あるいは砲弾の直撃によってあとかたもなく四散し「ご
ちゃ混ぜになって、消えうせる」30)。こうして熱と病による浸潤は個々の肉体を越え、
集合的な「世界を覆う死の饗宴」31) にまで拡大する。『魔法の山』で描かれてきた世
28)　ebd. III-990.
29)　ebd. III-991.
30)　ebd. III-993.
31)　ebd. III-994.
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田村：ペーペルコルン異聞　─『魔法の山』の南へ ─
界地図は、最終場面の戦争において解体するのである。
　冒頭でぼくは、一見植民地的な営為には直接かかわらないかに見えるトーマス・
マンという作家が「どのように帝国の領土と境界とを〈想像〉したのか」という問
いを設定した。『魔法の山』がヨーロッパ内部の世界観的な対立だけではなく、植
民地世界を含む「地球全体を視野に入れた」小説であることはいまや論をまたな
い。ただし、この小説においては「帝国の領土と境界とを〈想像〉し」、それを維持
し保全するという「帝国の小説」（サイード）の構造は最終的には破綻する。この
構造に風穴を開けるのが植民地経営者であった「非ヨーロッパ的な異物」としての
ペーペルコルンであり、彼とともに闖入する一連の熱帯の表象である。筋だてから
すればペーペルコルン自身は自殺するが、解体や混淆の可能性は必ずしも否定的に
ばかり扱われているとは見えない。ヨーロッパの範囲内に限定されたイデオロギー
的対立ではもはや満足できない主人公がペーペルコルンに示す共感にもそれは伺わ
れる。最終場面で描かれる戦場も、それが破壊と解体の現場であることは確かだと
して、そこにはこの地球規模の浸潤に対する嫌悪や拒絶ばかりではなく、万物が呑
みこまれ混淆する中から生まれてくるものへの漠然した期待が揺曳している。ただ
し、そこからなにが生まれるかは不明なまま小説の幕は閉じられる。こうして小説
を「帝国以後」の世界の側に向けて開くこと、それが第一次大戦前に書きはじめら
れたこの「時代小説」が、戦争をはさんで 1925 年に至ってようやく終えられたこ
との意味だとぼくは考える。
